
　ひとりで悩まないで。仲間がいますよ。
　　　　　　　　　　　会長　下山　いわ子
　身近に起きてしまった親子心中。何かできなかったのか・・・頭の中がぐるぐるして立ち尽くしてしまいました。
　今は、あの時に・・・という後悔で一杯になります。
　何かできなかったのか、何ができるのか、についてはまだ整理ができていません。　
　私たちだけではなく、関係者と一緒に検証・再発防止について協議したいと思っています。
　今回の事件とは関係なく、親子心中を選択せざるを得ない状況には、様々な理由が考えられます。
　ひとつに、この子を残しては逝けない、という気持ちもあるのではないかと思います。
　自分がいなくなった時に、この子の幸せを自分のように考えてくれる人がいないと。
　そうかもしれません。そうでないかもしれません。
考えてみてください
　自分がいなくなったら障がいのある家族が不幸になるのか。どうしてそう思うのか。
　自分が障がいのある家族の全てを知っているのか。知らない面がないのか。
　自分がいなくなった時の不安や心配のために準備できることはないのか。

　今年も現時点で会員150人余の方、お一人ひとりから直接いろいろなお話を伺いました。
　一部を紹介します。考えてみてください。

今年度は、ショートステイを利用している、利用する手続きをしている、という方がとても多くなりました。

親：グループホームに入って寂しがるかと思っていたが、楽しいと言って、帰省もしない。親が寂しい。

親：グループホームを断って1年半が経つが、入っておけば良かったと思う。

親：グループホームに入って、重度化が進んでいるが、とても良くみてもらっていて感謝している。

親：グループホームに入ってから、ひとりで買い物に行っている。親元だと一人で行かせることはなかった。本人も親も一緒だと気づかなかったことが沢山あっている。本人の暮らしが豊かになっている。

親：自分の病気治療が必要だったが、子どもが家にいたら治療できなかった。グループホームに入ったので治療できている。予想外に本人もグループホームの生活を楽しんでいる。

親：最重度の子どもの入れるグループホームがない。ショートステイを利用することも難しい。

親：グループホームに入っても、親がかりのことは沢山あるし、お金の心配もある。年金だけでは暮らせない。後見制度を利用するとさらにお金がかかる。医療費も。

親：2世帯で住んでいるきょうだいがみることになっていたが、いざ、母親が入院すると、きょうだいにはきょうだいの生活があって実際は大変だった。このことがあって、きょうだいに頼り過ぎずに考えないといけないと思い始めた。

親：きょうだいがみてくれることになっている。相続も済んでいる。

きょうだい：母と父を介護し、きょうだいをみているので仕事もつかず、結婚もしていない。自分がみることが当たり前と思っている。

きょうだい：ずっと一緒にいることをきょうだいが望んでいるので、その希望に沿いたい。

親：きょうだいがみてくれると言っていたが、本人が65歳、きょうだいが60歳となり、きょうだいが、「私も膝が痛くなったからどこまでみれるか心配。面倒はみたいのよ。」と言ってきた。

きょうだい：入所しているが、病気になって帰ってくることになったら、看たいが、看れるか不安。いつまで入所施設に居られるのかが不安。こんな気持ちを話したのは、ここが初めて・・・。

親：入所施設にいつまでいられるのか不安。入院して退院した時に戻れるのだろうか。

親：入所施設で、よくみてもらっている。病院の付き添いもしてくれている。とても助かっている。

親：親に見せる顔と外で見せる顔が違って、外ではいろんなことができているのでびっくりしている。

親：自分が死ぬまで家で幸せに過ごさせたい。自分が死んだあとは、自分がわからないので、それはそれと考えている。

親：何が心配って、ひとり親で80も超えたので私がいなくなった時の子どものことが心配。育成会はどこまでしてくれるのか」
会長：何か準備される中で、困っていることがありますか。
親：今は、何もしていない。
親戚：私は、親が亡くなって急に保護者になった。遺言もなくて、通帳や印鑑、保険、福祉関係のもの、どこにあるかもわからなくて。親戚のものと一緒に家中探して。手続きに行けば、銀行に1日かかり、財産もどうすれば良いかわからないので、信用できる専門家を探すところからしないといけなかった。今まで一緒にも暮らしていなかったので、お金をどう渡してよいのか。物の言い方もどう言えば理解できるのか、一つ一つ手探りでやっている。本人のことはかわいいし、かわいそうと思っている。もっとみてやりたいが、自分の家のこともある。親が何にも準備しないで、人にお願いするなんて、絶対やめてほしい。
　
きょうだい：親が亡くなる時に“任せて”と言ったので、約束は果たしたい。肉親としての愛情もある。できる限りやっているつもりだが、自分の家庭もある。

　育成会保護者会としても、親なき後の安心に向けて、グループホームの不足・最重度では入れない、入所しても親なき後の心配はある、所得補償の問題、医療費の問題等々、制度や仕組み作りに向けて運動し、社会に障がい理解が進むように啓発活動に、更に力を入れていきます。
　一方保護者も、親なき後のために、先ずは、①障がいのある家族のことを自分以外に知っている人を作っておく。②引継ぎ物の準備をする。③きょうだいや親戚の方にも、福祉制度や、福祉関係者とつなげる（保護者の仲間を含めて）こと、など準備が必要ではないでしょうか。
　サービス等利用計画を大いに活用しましょう。まだ、セルフで作成している方もいましたが、つながりを増やすためにも、特定相談事業所に作成してもらいましょう。

　どうか、一人で抱え込まないでください。
[bookmark: _GoBack]　障がいのある人の命も、その人のものでありことを忘れないでください。
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